




支所発地域力向上支援金　事業評価（朝陽支所）

事業名

団体名

式トイレの購入配備を計画されたものである。

　自主防災会では、支援金事業の決定を受け、簡易テント式トイレを２基購入後、講習会を開き、役員

トイレの使い方の講習を行っていくとのことである。このように自主防災会の力は着実に高まっている。

　今後も自主防災会では、必要な備品を調達し、災害対策本部の機能拡充を図っていくものと思われ

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通 効果があった

23人がトイレの設置や使用方法等を学び、理解を深めることができ、今後も毎年、防災訓練の場で

拠点の確保に留まらず、住民にとっても安心を得られるものになったが、本部周辺に参集された区役員

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分

北尾張部区自主防災会

災害時屋外現地本部設置備品購入事業

4 5

特に効果があった

1

(基準様式第３号)

効　果

必要性

将来性

1 2 3

1 3

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通 必要性があった

安全・安心活動　　

令和3年10月11日

2 4 5

2

4 5

見込めない あまり見込めない

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

長年、課題となっている。昨年度、支援金を活用して簡単に張れるテントを購入し、応急的ではあるが、

の安全・安心の観点から、事業効果と将来性が見込める事業であると評価する。自主防災会には、区

災害対策本部の区民への周知とともに、今後も地道に安全防災の活動を行っていただきたい。

普通 見込める 大いに見込める

　北尾張部区自主防災会の災害対策本部は耐震性の無い公民館としており、地震災害時の設置が

本部を屋外（隣接の盲学校グランド）に置けるようになった。災害時の本部設置は、自主防災会の活動

る。支所長としては、こうした取り組みが行政の手が及ばない部分を補っていくものと期待しており、住民

や区民のトイレをどうするかといった問題が浮上した。そのため、今年度は次のステップとして簡易テント


